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【緒 言】仮着材は相応 しい物理的性質のほかに,

暫問被覆冠の撤去操作に優れる,支 台での残存が

少ない,ま た,支 台材料と合着材の接着強 さに及

ぼす影響が少ないことなどが所要性質として要求

される。 そこで今回はPEMAと アネ トールを基

材 とする仮着材を試作 し,さ らに物性や操作性 に

影響 を及ぼす練和方法にも着目して上記に関する

実験を行い,市 販仮着材 と比較検討 したので報告

する。

【材料お よび方法】試作仮着材の基材は粉末に

PEMAを,液 にはアネ トール を用いた。対照 と

して市販仮着材であるカルボキレー トセメン ト系

1種 とグラスアイオノマー系1種 を用いた。試作

仮着材の練和は紙練板とプラスチ ックスパチュラ

で行った条件,ダ ッペングラスとプラスチ ックス

パチュラを用いて撹拝するように練和する条件の

2条 件とした。実験は①支台金型 とレジン冠の接

着強さ,② 仮着 したレジンブロック撤去後の支台

材料上における仮着材の残存率,③ 仮着材除去後

の支台材料 と合着材の接着強 さ,④ 細胞毒性試験



について行った。

【結果および考察】① について,試 作仮着材は市

販仮着材よりも値が小 さかった。

② について,試 作仮着材は残存が認め られな

かった。

③について,コ ン トロールとの比較か ら,試 作

仮着材は市販仮着材 よりも値の低下が小 さかった。

④ について,試 作仮着材は市販仮着材よりも毒

性が小 さかった。また,試 作仮着材における,2

条件の練和方法について,接 着,毒 性 に関す る実

験結果で認められた差異は小 さかった。試作仮着

材は支台金型や支台材料よ りもメチル メタク リ

レー トレジンに対す る接着性が高いためこのよう

な結果になったと考 えられた。

以上のことか ら,PEMAと アネ トール を基材

とする試作仮着材は,市 販仮着材 と比較 して支台

材料に対する分離性に優れ,支 台材料と合着材の

接着強 さに及ぼす影響は少なく,細 胞に対す る毒

性 も小 さいことが明らかとなった。

また,接 着性,毒 性 について,練 和方法の違い

が及ぼす影響は小 さいことが示唆 された。


